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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第１四半期連結
累計期間

第48期
第１四半期連結

累計期間
第47期

会計期間
自2022年８月１日
至2022年10月31日

自2023年８月１日
至2023年10月31日

自2022年８月１日
至2023年７月31日

売上高 （千円） 627,425 823,651 3,005,069

経常利益 （千円） 123,329 205,549 515,177

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 82,435 136,882 329,004

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 115,805 143,292 435,907

純資産額 （千円） 4,458,485 4,856,904 4,783,430

総資産額 （千円） 5,240,117 5,810,042 5,759,163

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 21.29 35.32 84.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 85.1 83.6 83.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

　(1) 経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、世界的な政治情勢の変動による資源価格の上昇や物価高、

さらに海外のインフレ抑止対策による利上げの影響など、先行き不透明な経済状況が続いておりますが、国内で

の経済活動の活発化によって、景気は緩やかながらも持ち直しの動きが続きました。

　情報サービス産業においては、企業のＩＴ投資意欲は幅広い業種にわたり、ポストコロナに向けた新しい戦略

的で厳選されたＩＴ需要や働き方改革・人手不足への対応やデジタル化による自動化・効率化・省力化等システ

ム投資への需要の高まりがみられました。

　このような状況の中、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行となり営業活動が活発

化、当社グループは引き続き、新分野への受注活動にも注力しつつ、継続的な在宅勤務など、働き方改革に伴う

生産性の向上や業務の効率化を目指し、更なる採算性の重視、品質の向上に努めてまいりました。

　その結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における経営成績は、次のとおりとなりました。

　売上高は、ソフトウェア開発関連での受注が堅調に推移したことから、823百万円（前年同期比31.3％増）とな

り、売上総利益は、売上高の増加に伴い売上原価も増加したものの、開発の効率化により、312百万円（前年同期

比52.0％増）となりました。販売費及び一般管理費は、経費等の削減により122百万円（前年同期比16.9％増）に

おさめ、営業利益は189百万円（前年同期比88.9％増）となり、経常利益については、営業外収益が16百万円で

あったことから、205百万円（前年同期比66.7％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、税金

等調整前四半期純利益が205百万円（前年同期比66.7％増）、税金費用は68百万円（前年同期比67.9％増）とな

り、その結果、136百万円（前年同期比66.0％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

　(ソフトウェア開発関連事業)

　受注が堅調に推移したことにより、売上高は663百万円（前年同期比39.3％増）となり、営業利益は167百万円

（前年同期比159.8％増）となりました。

 

　(サービスインテグレーション事業)

　ＡＳＰサービスは堅調に推移したものの、コロナ禍に対応するための開発案件が一通り完了したことから、売

上高は139百万円（前年同期比0.6％減）となりましたが、営業利益は41百万円（前年同期比5.5％増）となりま

した。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は5,810百万円となり、前連結会計年度末に比べ50百万円の増

加となりました。これは主に、現金及び預金が33百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が11百万円、投資有

価証券が10百万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

②　負債の部

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は953百万円となり、前連結会計年度末に比べ22百万円の減少

となりました。これは主に、賞与引当金が45百万円増加したものの、未払法人税等が31百万円、借入金が２百

万円、その他の流動負債が27百万円、その他の固定負債が９百万円それぞれ減少したことによるものでありま

す。

 

③　純資産の部

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は4,856百万円となり、前連結会計年度末に比べ73百万円の

増加となりました。これは主に、利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益136百万円の計上により増

加したものの、剰余金の配当により69百万円減少し、その他有価証券評価差額金が６百万円増加したことによ

るものであります。

 

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

 

(4) 経営方針・経営戦略等

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

 

(6) 研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,034千円であります。

　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,912,000

計 6,912,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年12月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,949,762 3,949,762
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 3,949,762 3,949,762 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 2023年８月１日～

 2023年10月31日
－ 3,949,762 － 382,259 － 287,315

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2023年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 73,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,834,100 38,341 －

単元未満株式 普通株式 42,062 － －

発行済株式総数  3,949,762 － －

総株主の議決権  － 38,341 －

 

 

②【自己株式等】

    2023年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(株)大和コンピューター
大阪府高槻市若松町

36-18
73,600 － 73,600 1.86

計 － 73,600 － 73,600 1.86

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年８月１日から2023

年10月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年８月１日から2023年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,262,388 3,295,867

受取手形、売掛金及び契約資産 522,444 534,268

仕掛品 1,076 579

その他 48,231 54,156

貸倒引当金 △2,674 △2,754

流動資産合計 3,831,466 3,882,118

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 310,145 303,963

土地 796,257 796,257

その他（純額） 13,659 12,241

有形固定資産合計 1,120,062 1,112,462

無形固定資産   

のれん 62,077 59,378

その他 6,885 6,188

無形固定資産合計 68,963 65,566

投資その他の資産   

投資有価証券 633,600 643,743

その他 106,271 107,351

貸倒引当金 △1,200 △1,200

投資その他の資産合計 738,671 749,894

固定資産合計 1,927,697 1,927,924

資産合計 5,759,163 5,810,042
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,336 8,096

１年内返済予定の長期借入金 5,884 35,884

未払法人税等 125,563 94,184

賞与引当金 94,800 140,769

プログラム保証引当金 839 982

受注損失引当金 7,300 7,300

その他 335,620 307,751

流動負債合計 575,344 594,967

固定負債   

長期借入金 79,611 47,323

退職給付に係る負債 197,923 197,811

長期未払金 93,868 93,468

その他 28,985 19,567

固定負債合計 400,388 358,170

負債合計 975,732 953,138

純資産の部   

株主資本   

資本金 382,259 382,259

資本剰余金 295,807 295,807

利益剰余金 3,868,538 3,935,651

自己株式 △49,995 △50,044

株主資本合計 4,496,609 4,563,674

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 286,820 293,229

その他の包括利益累計額合計 286,820 293,229

純資産合計 4,783,430 4,856,904

負債純資産合計 5,759,163 5,810,042

 

EDINET提出書類

株式会社大和コンピューター(E05635)

四半期報告書

 9/21



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年８月１日
　至　2022年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2023年10月31日)

売上高 627,425 823,651

売上原価 422,007 511,345

売上総利益 205,417 312,305

販売費及び一般管理費 105,124 122,887

営業利益 100,292 189,418

営業外収益   

受取利息 24 308

受取家賃 1,429 1,411

為替差益 19,353 12,463

その他 2,454 2,269

営業外収益合計 23,262 16,453

営業外費用   

支払利息 226 259

その他 － 62

営業外費用合計 226 322

経常利益 123,329 205,549

税金等調整前四半期純利益 123,329 205,549

法人税、住民税及び事業税 52,378 80,726

法人税等調整額 △11,484 △12,059

法人税等合計 40,893 68,666

四半期純利益 82,435 136,882

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 82,435 136,882
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年８月１日
　至　2022年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2023年10月31日)

四半期純利益 82,435 136,882

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 33,370 6,409

その他の包括利益合計 33,370 6,409

四半期包括利益 115,805 143,292

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 115,805 143,292

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
至　2022年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日
至　2023年10月31日）

減価償却費 7,602千円 8,237千円

のれんの償却額 －千円 2,699千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2022年10月31日）

　   １．配当に関する事項

    配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月27日

定時株主総会
普通株式 65,812 17.0  2022年７月31日  2022年10月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2023年10月31日）

　   １．配当に関する事項

    配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月27日

定時株主総会
普通株式 69,769 18.0  2023年７月31日  2023年10月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社大和コンピューター(E05635)

四半期報告書

13/21



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2022年10月31日）
 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ソフトウェ
ア開発関連

事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
476,208 140,610 616,819 10,605 627,425 － 627,425

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － 1,682 1,682 △1,682 －

計 476,208 140,610 616,819 12,288 629,107 △1,682 627,425

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
64,655 39,181 103,836 △2,847 100,989 △696 100,292

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の

販売等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去及び各報告セグメントに帰属

しない全社費用（研究開発費）であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2023年10月31日）
 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ソフトウェ
ア開発関連

事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
663,503 139,754 803,257 20,393 823,651 － 823,651

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － 1,678 1,678 △1,678 －

計 663,503 139,754 803,257 22,072 825,330 △1,678 823,651

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
167,955 41,353 209,308 △19,205 190,103 △684 189,418

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の

販売等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去及び各報告セグメントに帰属

しない全社費用（研究開発費）であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社大和コンピューター(E05635)

四半期報告書

14/21



（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

 

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報
 

前第１四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2022年10月31日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
ソフトウェア
開発関連事業

サービスイン
テグレーショ

ン事業
計

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス

469,517 129,708 599,226 － 599,226

一時点で移転される財又はサー
ビス

6,691 10,901 17,593 10,605 28,198

顧客との契約から生じる収益 476,208 140,610 616,819 10,605 627,425

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 476,208 140,610 616,819 10,605 627,425

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の販売

等であります。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2023年10月31日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
ソフトウェア
開発関連事業

サービスイン
テグレーショ

ン事業
計

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス

656,501 133,282 789,783 － 789,783

一時点で移転される財又はサー
ビス

7,001 6,472 13,474 20,393 33,868

顧客との契約から生じる収益 663,503 139,754 803,257 20,393 823,651

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 663,503 139,754 803,257 20,393 823,651

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の販売

等であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
至　2022年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日
至　2023年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 21円29銭 35円32銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
82,435 136,882

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
82,435 136,882

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,871 3,876

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年12月14日

株式会社大和コンピューター

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅原　　隆

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三戸　康嗣

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大和

コンピューターの２０２３年８月１日から２０２４年７月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２

３年８月１日から２０２３年１０月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２３年８月１日から２０２３年１０

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大和コンピューター及び連結子会社の２０２３年１０月３１

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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